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一

○
告
　
　
　
　
　
示

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

大
分
県
告
示
第
三
百
二
十
七
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
県
営

土
地
改
良
事
業
の
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

事　
　

業　
　

名

地
区
名

縦　
　

覧　
　

期　
　

間

縦
覧
場
所

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
）

荻
地
区

令
二
・　

六
・　

二
か
ら

令
二
・　

六
・
二
二
ま
で

竹
田
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
二
十
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
県
営

土
地
改
良
事
業
の
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

事　
　

業　
　

名

地
区
名

縦　
　

覧　
　

期　
　

間

縦
覧
場
所

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
）

荻
二
期
地
区

令
二
・　

六
・　

二
か
ら

令
二
・　

六
・
二
二
ま
で

竹
田
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
二
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
県
営

土
地
改
良
事
業
の
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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告
示
）
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貞　

事　
　

業　
　

名

地
区
名

縦　
　

覧　
　

期　
　

間

縦
覧
場
所

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（
農
道
整
備
）

荻
二
期
地
区

令
二
・　

六
・　

二
か
ら

令
二
・　

六
・
二
二
ま
で

竹
田
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

豊
後
高
田
市
上
香
々
地
字
峠
四
九
五
七
番
四
六

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産
部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県

　

北
部
振
興
局
並
び
に
豊
後
高
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

（
告
示
）

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

日
田
市
大
字
鶴
河
内
字
東
原
三
二
七
六
番
一
、
三
二
七
七
番
、
三
二
七
八
番
一
、
三
二
七
八
番
六
、
三

　

二
七
九
番
、
字
柳
瀬
三
三
六
六
番

二　

指
定
の
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

字
東
原
三
二
七
六
番
一
・
三
二
七
七
番
・
三
二
七
八
番
一
・
三
二
七
八
番
六
・
三
二
七
九
番
・
字

　
　
　

柳
瀬
三
三
六
六
番
（
以
上
六
筆
に
つ
い
て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

㈢　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産

　

部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
西
部
振
興
局
並
び
に
日
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

佐
伯
市
本
匠
大
字
堂
ノ
間
字
ト
ビ
ガ
迫
六
五
番
、
七
四
番
、
七
五
番
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

　

る
。
）
、
字
ハ
ラ
ビ
ハ
ラ
七
一
番
、
字
日
ノ
平
七
八
番
・
八
二
番
一
・
八
七
番
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次

　

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
七
七
番
、
八
〇
番
、
八
二
番
二
、
八
二
番
三
、
八
四
番
、
八
八
番
、
八

　

九
番
、
字
長
迫
九
〇
番
、
九
一
番
、
九
二
番
一
、
九
二
番
二
、
字
梅
ノ
木
平
四
八
七
番
二
（
次
の
図
に
示

　

す
部
分
に
限
る
。
）
、
九
五
番
、
四
八
四
番
、
四
八
七
番
一
、
四
八
八
番
、
四
八
九
番
、
四
九
〇
番
一
、

　

四
九
〇
番
二
、
四
九
三
番
一
、
四
九
三
番
二
、
四
九
四
番
一
、
四
九
四
番
二
、
四
九
五
番
一
、
四
九
六

　

番
、
四
九
七
番
一
、
字
迫
口
九
六
番
、
九
七
番
一
、
九
七
番
二
、
九
八
番
一
、
九
八
番
二
、
九
九
番
、
一



令
和
二
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六
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二
日

大
分
県
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三

（
告
示
）

　

〇
一
番
一
、
一
〇
一
番
二
、
一
〇
二
番
一
か
ら
一
〇
二
番
三
ま
で
、
一
〇
三
番
一
、
一
〇
三
番
二
、
一
〇

　

四
番
、
一
〇
五
番
、
字
神
ノ
木
上
三
八
一
番
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
〇
六
番
一
、
一
〇

　

六
番
二
、
三
七
一
番
一
、
三
七
七
番
二
、
三
八
三
番
三
、
字
ダ
イ
三
八
六
番
、
三
八
七
番
、
三
九
〇
番

　

一
、
三
九
〇
番
二
、
三
九
一
番
一
、
三
九
一
番
二
、
三
九
二
番
、
字
上
ノ
山
三
九
四
番
一
、
三
九
八
番
、

　

字
平
ノ
上
四
〇
七
番
、
四
〇
九
番
、
字
宇
戸
首
四
二
〇
番
、
四
二
八
番
一
、
字
本
宮
ノ
下
四
五
一
番
、
四

　

五
三
番
、
四
五
四
番
、
五
〇
九
番
、
五
一
〇
番
、
字
河
原
畑
ケ
四
五
五
番
、
字
向
ノ
平
四
五
六
番
一
、
四

　

五
七
番
一
、
四
五
七
番
二
、
四
五
八
番
か
ら
四
六
一
番
ま
で
、
四
六
二
番
一
、
四
六
六
番
一
、
四
六
九
番

　

一
、
四
七
一
番
一
、
四
七
三
番
一
、
四
七
七
番
一
、
字
水
ノ
本
四
七
八
番
一
、
字
古
川
四
八
二
番
一
、
四

　

八
三
番
一
、
字
ヨ
コ
ミ
チ
ノ
上
四
八
五
番
、
字
本
宮
ノ
内
峰
四
九
八
番
一
、
四
九
八
番
二
、
四
九
九
番

　

一
、
四
九
九
番
二
、
五
〇
一
番
一
、
五
〇
一
番
二
、
五
〇
二
番
一
、
五
〇
二
番
二
、
五
〇
三
番
一
、
字
本

　

宮
ノ
内
五
〇
四
番
一
、
五
〇
四
番
二
、
五
〇
五
番
一
、
五
〇
七
番
一
、
五
〇
七
番
二
、
五
〇
八
番
一
、
五

　

〇
八
番
二
、
五
一
一
番
、
五
一
二
番
、
字
小
原
六
六
一
番
、
六
七
〇
番
、
字
中
畑
六
六
二
番
、
六
六
三

　

番
、
六
六
四
番
一
、
六
六
四
番
二
、
六
六
五
番
か
ら
六
六
七
番
ま
で
、
六
九
二
番
一
、
六
九
三
番
、
字
上

　

畑
ノ
下
六
六
八
番
、
六
九
五
番
三
、
字
屋
敷
ノ
後
六
七
一
番
、
六
七
二
番
、
六
七
五
番
、
字
坂
口
土
井
ノ

　

上
六
七
三
番
、
六
七
四
番
、
字
川
バ
タ
六
八
〇
番
、
六
八
二
番
、
六
八
四
番
、
六
八
五
番
、
字
上
ノ
平
六

　

八
六
番

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産

　

部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
南
部
振
興
局
並
び
に
佐
伯
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

佐
伯
市
上
浦
大
字
浅
海
井
浦
字
山
ガ
ラ
一
二
五
番
一
、
字
丸
硑
一
二
六
番
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

　

限
る
。
）

二　

指
定
の
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

字
山
ガ
ラ
一
二
五
番
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
字
丸
硑
一
二
六
番
一

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

㈢　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産

　

部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
南
部
振
興
局
並
び
に
佐
伯
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

佐
伯
市
蒲
江
大
字
畑
野
浦
字
真
浦
三
〇
五
四
番
か
ら
三
〇
五
七
番
ま
で
、
三
〇
五
八
番
一
、
三
〇
五
八

　

番
三
、
三
一
二
〇
番
一
、
三
一
二
〇
番
五
、
字
金
山
谷
三
〇
五
九
番
、
三
〇
六
〇
番
一
、
三
〇
六
〇
番

　

二
、
三
〇
六
一
番
、
三
〇
六
二
番
、
三
〇
六
四
番
、
三
〇
六
五
番
、
三
〇
六
六
番
一
、
三
〇
六
六
番
二
、

　

三
〇
六
七
番
、
三
〇
六
九
番
・
三
〇
七
〇
番
・
三
〇
七
二
番
一
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部

　

分
に
限
る
。
）
、
三
〇
八
一
番
一
、
三
〇
八
二
番
一
、
三
〇
九
五
番
一

二　

指
定
の
目
的



令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
報

四

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

字
真
浦
三
〇
五
七
番
・
字
金
山
谷
三
〇
五
九
番
・
三
〇
六
〇
番
一
・
三
〇
六
一
番
・
三
〇
六
二
番

　
　
　

・
三
〇
六
四
番
・
三
〇
六
六
番
二
・
三
〇
六
七
番
・
三
〇
六
九
番
・
三
〇
七
二
番
一
（
以
上
一
〇
筆

　
　
　

に
つ
い
て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

㈢　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産

　

部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
南
部
振
興
局
並
び
に
佐
伯
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
林
水

産
大
臣
か
ら
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

中
津
市
山
国
町
中
摩
字
中
園
ノ
上
二
六
四
六
番
一
、
二
六
四
九
番
一
、
字
久
保
田
二
六
五
〇
番
三

二　

指
定
の
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

字
中
園
ノ
上
二
六
四
六
番
一
・
二
六
四
九
番
一
・
字
久
保
田
二
六
五
〇
番
三
（
以
上
三
筆
に
つ
い

　
　
　

て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

㈢　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
大
分
県
農
林
水
産

　

部
森
林
保
全
課
及
び
大
分
県
北
部
振
興
局
並
び
に
中
津
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号

　

林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
生
産

事
業
者
の
登
録
を
行
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

登
録
番
号

　
　

東
部
第
十
六
号

二　

生
産
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　

福　

田　

聡　

子

　
　

杵
築
市
大
田
永
松
千
七
百
十
五
番
地

三　

生
産
事
業
の
内
容

　

１　

種
穂　

採
取

　

２　

苗
木　

幼
苗
の
育
成

四　

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

有
限
会
社
福
田
林
業

　
　

杵
築
市
大
田
永
松
二
千
百
十
七
番
地

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

指
定
区

域
の
名

称　
　

所　
　
　
　
　
　
　

在　
　
　
　
　
　
　

地

市
町
村

大　

字

字

地　
　
　
　
　
　
　

番

（
告
示
）



令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
報

五

中
山

佐
伯
市

長
谷

楠
ケ
鼻

山岩
清
水

住
寺
ノ

久
保

花
ノ
木

十
兵
衛

ヒ
ラ
キ

九
六
八
一
番
の
一
部
（
標
柱
六
号
と
七
号
を
結
ん
だ
線
の
東

側
の
部
分
）
、
九
六
八
二
番
一
、
九
六
八
二
番
六
、
九
六
八

二
番
二
六
、
九
六
八
二
番
二
七
、
九
六
八
二
番
三
一
、
九
六

八
二
番
三
五
、
九
六
八
二
番
七
〇
か
ら
九
六
八
二
番
七
三
ま

で
、
九
六
八
二
番
八
〇
、
九
六
八
二
番
一
二
〇
の
一
部
（
標

柱
八
号
と
九
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
九
六
八
二

番
一
四
一
、
九
六
八
二
番
一
四
四
、
九
六
八
二
番
一
四
五
、

九
六
八
二
番
二
一
三
、
九
六
八
二
番
二
一
四
及
び
九
六
八
二

番
二
一
九

九
六
八
三
番
一
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
五
号
ま
で
を
順
次

結
ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）
及
び
九
六
八
三
番
二
の
一
部

（
標
柱
四
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）

九
六
八
五
番
一
、
九
六
八
五
番
三
、
九
六
八
七
番
一
、
九
六

八
七
番
二
、
九
六
八
八
番
及
び
九
六
八
九
番
一

九
八
五
八
番

九
八
六
三
番
二
か
ら
九
八
六
三
番
八
ま
で

上
ノ
地

佐
伯
市

直
川

仁
田
原

長
畑
ケ

上
ノ
地

四
〇
七
六
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
北

側
の
部
分
及
び
標
柱
三
号
と
四
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部

分
）

四
〇
九
六
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
四
号
ま
で
を
順
次
結

ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
四
〇
九
七
番
、
四
〇
九
八
番
及

び
四
一
〇
一
番
の
一
部
（
標
柱
三
号
と
四
号
を
結
ん
だ
線
の

南
側
の
部
分
）

木
ノ
下

豊
後
高

田
市

臼
野

中
村

木
ノ
下

二
八
七
四
番
の
一
部
（
標
柱
四
号
か
ら
一
号
ま
で
を
順
次
結

ん
だ
線
の
北
側
の
部
分
）
、
二
八
八
九
番
一
の
一
部
（
標
柱

四
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線
の
西
側
の
部
分
）
、
二
九
七
二
番

の
一
部
（
標
柱
三
号
か
ら
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
西

側
の
部
分
）
、
二
九
七
三
番
の
一
部
（
標
柱
三
号
と
四
号
を

結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
二
九
七
五
番
の
一
部
（
標
柱

二
号
か
ら
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、

二
九
八
〇
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
南

側
の
部
分
）
、
二
九
九
一
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
か
ら
三
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
及
び
二
九
九
二
番

の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）

三
〇
〇
三
番
一
の
一
部
（
標
柱
六
号
か
ら
二
号
ま
で
を
順
次

結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
〇
〇
九
番
の
一
部
（
標
柱

一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
三
〇
〇
九
番

二
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部

分
）
、
三
〇
一
一
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ

線
の
東
側
の
部
分
）
及
び
三
〇
一
二
番
の
一
部
（
標
柱
一
号

と
二
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）

近
地

豊
後
大

野
市
朝

地
町

朝
地

柳
井
原

寺
田

七
六
七
番
三
の
一
部
（
標
柱
五
号
と
六
号
を
結
ん
だ
線
の
東

側
の
部
分
）
、
七
六
八
番
一
の
一
部
（
標
柱
五
号
と
六
号
を

結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
七
六
八
番
二
の
一
部
（
標
柱

四
号
と
五
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
七
六
八
番
三

の
一
部
（
標
柱
三
号
か
ら
五
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
東

側
の
部
分
）
、
七
六
八
番
四
か
ら
七
六
八
番
六
ま
で
、
七
七

〇
番
の
一
部
（
標
柱
二
号
と
三
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部

分
）
、
七
七
一
番
二
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
二
号
を
結
ん
だ

線
の
東
側
の
部
分
）
、
七
七
二
番
一
の
一
部
（
標
柱
一
号
と

二
号
を
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
七
七
二
番
二
か
ら
七

七
二
番
四
ま
で
、
七
七
四
番
一
か
ら
七
七
四
番
三
ま
で
及
び

七
七
四
番
六
か
ら
七
七
四
番
八
ま
で

七
七
五
番
一
、
七
七
六
番
二
の
一
部
（
標
柱
四
号
か
ら
七
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
の
東
側
の
部
分
）
、
七
七
六
番
三
、

七
七
六
番
六
か
ら
七
七
六
番
一
二
ま
で
、
七
七
七
番
の
一
部

（
標
柱
六
号
と
七
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
七
七

八
番
の
一
部
（
標
柱
六
号
と
七
号
を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部

分
）
、
七
七
九
番
一
か
ら
七
七
九
番
三
ま
で
、
七
七
九
番
七

か
ら
七
七
九
番
九
ま
で
、
七
八
〇
番
一
か
ら
七
八
〇
番
四
ま

で
、
七
八
〇
番
九
か
ら
七
八
〇
番
一
一
ま
で
、
七
八
二
番

一
、
七
八
二
番
二
、
七
八
二
番
六
、
七
八
二
番
七
、
七
九
一

番
一
、
七
九
一
番
二
、
七
九
二
番
一
、
七
九
三
番
一
、
七
九

四
番
、
七
九
五
番
一
か
ら
七
九
五
番
三
ま
で
及
び
七
九
六
番

一
か
ら
七
九
六
番
三
ま
で

宮
迫

豊
後
大

野
市
大

野
町

宮
迫

岩
ノ
上

一
三
〇
八
番
の
一
部
（
標
柱
一
号
と
四
号
を
結
ん
だ
線
の
西

側
の
部
分
）
、
一
三
二
三
番
一
の
一
部
（
標
柱
三
号
と
四
号

を
結
ん
だ
線
の
南
側
の
部
分
）
、
一
三
二
三
番
二
、
一
三
三

四
番
一
、
一
三
三
六
番
一
、
一
三
三
六
番
三
及
び
一
三
三
七

番

こ
れ
ら
の
土
地
に
伴
う
国
有
地
等
無
番
地
の
全
部

○
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

（
告
示
・
選
管
委
告
示
）



令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
報

六

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
号

　

次
の
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。
）
の
た
め
に
寄
附
を
受
け
、
又
は
支
出

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

廣　

そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏

名

会
計
責
任
者
の

氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

自
由
を
守
る
救
国
の

会

阿
南　

信
義

吉
田　

映
子

大
分
市
河
原
内
八
二
六

菅
原
一
後
援
会

菅
原　

一

菅
原　

早
百
合

玖
珠
郡
玖
珠
町
大
字
帆
足
五
四
六
―
一

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公
表
す

る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

廣　

一　

政
党
の
支
部
（
一
以
上
の
市
町
村
の
区
域
等
を
単
位
と
し
て
設
け
ら
れ
る
支
部
）

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏

名

会
計
責
任
者

の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党
大
分
県

中
津
市
第
四
支
部

今
吉　

次
郎

梶
原　

あ
け

み

中
津
市
鷹
匠
町
九
〇
三
―
三

令　

二
・　

二
・
二
六

二　

そ
の
他
の
政
治
団
体

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏

名

会
計
責
任
者

の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

い
わ
さ
き
貴
博
後
援

会

岩
崎　

貴
博

岩
崎　

美
保

大
分
市
田
尻
九
四
六
―
一

令　

二
・　

四
・　

九

進
よ
し
か
ず
後
援
会

進　

義
和

進　

嘉
代

大
分
市
東
春
日
町
七
―
一
三

外
苑
レ
ジ
デ
ン
ス
一
○
六
号

令　

二
・　

四
・
二
四

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の

届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

廣　

一　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の
氏

名

異
動
事
項

異
動
の
内
容

異
動
年
月
日

新

旧

社
会
民
主
党

大
分
県
連
合

久
原　

和
弘

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
高
砂
町
四

―
二
〇
高
砂
ビ
ル

四
〇
一

大
分
市
都
町
三
―

一
―
一
四
大
和
ビ

ル
三
階

令　

二
・　

三
・　

二

自
由
民
主
党

臼
杵
市
支
部

牧　

宣
雄

会
計
責
任
者

の
氏
名

大
塚　

州
章

匹
田　

郁

平
三
一
・　

四
・　

一

自
由
民
主
党

大
分
県
大
分

市
第
十
支
部

衛
藤　

博
昭

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
北
鶴
崎
一

―
一
―
三
一

大
分
市
西
鶴
崎
一

―
一
―
一
八
―
二

階

令　

二
・　

三
・　

一

会
計
責
任
者

の
氏
名

森
永　

隆
美

内
田　

恭
裕

令　

二
・　

三
・
一
九

自
由
民
主
党

大
分
県
柔
道

整
復
師
会
支

部

江
﨑　

博
明

代
表
者
の
氏

名

江
﨑　

博
明

加
藤　

和
信

令　

元
・　

五
・
二
六

会
計
責
任
者

の
氏
名

首
藤　

彰
典

土
谷　

惠
一

（
選
管
委
告
示
）



令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
報

七

自
由
民
主
党

大
分
県
豊
後

高
田
市
第
一

支
部

鴛
海　

豊

会
計
責
任
者

の
氏
名

成
貞　

一
廣

山
田　

泰
憲

令　

二
・　

二
・　

一

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

豊
後
高
田
市
新
町

二
八
二
一
―
四
ピ

ュ
ア
タ
ウ
ン
Ｂ
棟

豊
後
高
田
市
新
地

一
八
二
四
―
三

令　

二
・　

四
・　

一

自
由
民
主
党

久
住
町
支
部

大
窪　

万
康

会
計
責
任
者

の
氏
名

関　

明

渡
邉　

忠
幸

令　

元
・　

五
・
三
〇

自
由
民
主
党

鶴
見
支
部

玉
田　

茂

会
計
責
任
者

の
氏
名

濵
野　

芳
弘

濵
田　

佳
明

令　

二
・　

四
・　

一

自
由
民
主
党

中
津
市
連
合

支
部

毛
利　

正
徳

会
計
責
任
者

の
氏
名

高
野　

良
信

於
久　

孝
正

令　

二
・　

四
・　

一

自
由
民
主
党

ヒ
ュ
ー
マ
ン

・
ラ
イ
ツ
お

お
い
た
支
部

須
藤　

学

代
表
者
の
氏

名

須
藤　

学

芦
刈　

幸
治

令　

二
・　

二
・
二
八

会
計
責
任
者

の
氏
名

五
島　

修

安
田　

密
祐

二　

そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の
氏

名

異
動
事
項

異
動
の
内
容

異
動
年
月
日

新

旧

安
部
た
け
ひ

ろ
後
援
会

小
野　

達
也

代
表
者
の
氏

名

小
野　

達
也

岩
城　

省
三

令　

二
・　

三
・　

二

阿
部
な
が
お

後
援
会

阿
部　

恒
次

会
計
責
任
者

の
氏
名

阿
部　

敬
一

大
川　

忠
夫

令　

二
・　

四
・　

一

泉
武
弘
政
策

研
究
所

泉　

武
弘

会
計
責
任
者

の
氏
名

泉　

武
弘

加
藤　

洋
子

令　

元
・
一
二
・
三
一

板
倉
え
い
き

政
治
経
済
研

究
会

板
倉　

永
紀

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
三
ケ
田
町

三
―
三
―
六

大
分
市
三
ケ
田
町

九
組
―
一

令　

二
・　

一
・
一
一

え
と
う
博
昭

総
合
後
援
会

甲
斐　

敬
一

会
計
責
任
者

の
氏
名

森
永　

隆
美

内
田　

恭
裕

令　

二
・　

三
・　

四

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
北
鶴
崎
一

―
一
―
三
一

大
分
市
西
鶴
崎
一

―
一
―
一
八

大
石
祥
一
後

援
会

大
石　

祥
一

会
計
責
任
者

の
氏
名

上
田　

智
仁

上
村　

朝
雄

令　

二
・　

二
・
二
九

大
分
県
看
護

連
盟

安
東　

和
代

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
豊
饒
二
―

七
―
一
大
分
県
看

護
研
修
会
館
内

大
分
市
豊
饒
三
一

〇
―
四
大
分
県
看

護
研
修
会
館
内

令　

二
・　

一
・
一
一

大
分
県
柔
道

整
復
師
連
盟

江
﨑　

博
明

代
表
者
の
氏

名

江
﨑　

博
明

加
藤　

和
信

令　

元
・　

五
・
二
六

会
計
責
任
者

の
氏
名

首
藤　

彰
典

土
谷　

惠
一

大
分
県
商
店

街
政
治
連
盟

林　

道
弘

会
計
責
任
者

の
氏
名

髙
口　

克
己

後
藤　

一
久

令　

元
・　

五
・
二
一

お
く
だ
ふ
み

こ
後
援
会

奥
田　

富
美

子

会
計
責
任
者

の
氏
名

山
口　

恵
子

児
玉　

由
希
子

令　

二
・　

二
・
一
三

感
動
ま
ち
づ

く
り
構
想
推

進
協
議
会

瑞
木　

一
博

代
表
者
の
氏

名

瑞
木　

一
博

神
保　

吉
之
助

令　

二
・　

三
・
一
〇

元
気
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・

う
す
き

甲
斐　

ま
ゆ

み

代
表
者
の
氏

名

甲
斐　

ま
ゆ
み

奥
田　

富
美
子

令　

二
・　

二
・
一
三

河
野
正
春
後

援
会

河
野　

政
好

会
計
責
任
者

の
氏
名

後
藤　

和
憲

西　

澄
夫

令　

元
・
一
〇
・
一
五

幸
福
実
現
党

日
田
後
援
会

坂
本　

伸
子

会
計
責
任
者

の
氏
名

池
田　

希
世
斗

上
田　

敦
子

令　

元
・
一
二
・
二
五

（
選
管
委
告
示
）



令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
報

八

政
治
結
社
憂

国
皇
志
塾

井
上　

秀
樹

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
家
島
四
七

九
―
一

大
分
市
三
川
下
一

―
二
―
七
ベ
ル
三

川
二
〇
一
号

令　

元
・
一
二
・
三
一

税
理
士
に
よ

る
岩
屋
毅
後

援
会

財
前　

朗
担

代
表
者
の
氏

名

財
前　

朗
担

羽
生　

正
宗

令　

元
・
一
〇
・　

一

会
計
責
任
者

の
氏
名

森　

昭
人

財
前　

朗
担

税
理
士
に
よ

る
衛
藤
征
士

郎
後
援
会

小
ヶ
内　

聡

行

代
表
者
の
氏

名

小
ヶ
内　

聡
行

小
ヶ
内　

和
義

令　

元
・
一
〇
・　

一

相
馬
た
か
し

げ
後
援
会

佐
藤　

健
治

会
計
責
任
者

の
氏
名

大
久
保　

吉
実

梅
木　

敏
弘

令　

二
・　

三
・　

一

相
馬
た
か
し

げ
政
治
研
究

会

相
馬　

尊
重

会
計
責
任
者

の
氏
名

大
久
保　

吉
実

梅
木　

敏
弘

令　

二
・　

三
・　

一

高
橋
弘
巳
総

合
後
援
会

高
橋　

弘
巳

代
表
者
の
氏

名

高
橋　

弘
巳

有
田　

利
治

令　

二
・　

三
・
一
八

唯
有
幸
明
後

援
会

田
辺　

征
一

郎

会
計
責
任
者

の
氏
名

藤
波　

真
一
郎

荒
木　

義
信

令　

二
・　

二
・
二
二

多
田
羅
純
一

後
援
会

多
田
羅　

純

一

会
計
責
任
者

の
氏
名

清
末　

武
志

今
冨　

大
輔

令　

元
・　

九
・　

一

中
島
章
二
後

援
会
「
住
み

た
い
日
田
を

つ
く
る
会
」

梅
山　

忠
信

会
計
責
任
者

の
氏
名

中
島　

孝
子

藤
本　

ゆ
か
り

令　

二
・　

二
・　

一

永
松
悟
後
援

会

永
松　

悟

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

杵
築
市
大
字
南
杵

築
一
六
一
九
―
七

杵
築
市
大
字
杵
築

一
三
二
一
―
一
五

令　

二
・　

三
・　

八

日
本
製
鉄
大

分
労
働
組
合

松
尾　

竜
二

代
表
者
の
氏

名

松
尾　

竜
二

上
村　

朝
雄

令　

元
・　

九
・
二
六

政
治
活
動
委

員
会

会
計
責
任
者

の
氏
名

上
田　

智
仁

谷
川　

淳
一

は
の
政
治
政

策
研
究
セ
ン

タ
ー

羽
野　

武
男

会
計
責
任
者

の
氏
名

髙
瀬　

剛

川
津　

初
男

令　

二
・　

三
・
一
八

原
田
啓
介
後

援
会

諫
山　

洋
介

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

日
田
市
中
央
一
―

一
―
一
一

日
田
市
中
央
一
―

三
―
五
七

令　

二
・　

二
・　

一

一
滴
塾
清
水

ひ
ろ
き
後
援

会

清
水　

博
木

代
表
者
の
氏

名

清
水　

博
木

清
水　

泰
博

令　

二
・　

三
・
一
六

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

中
津
市
蛎
瀬
四
七

〇
―
三

中
津
市
東
本
町
二

―
八
―
二

堀
よ
し
の
り

と
心
豊
か
な

大
分
を
創
る

会

堀　

嘉
徳

会
計
責
任
者

の
氏
名

佐
藤　

圭
子

佐
藤　

啓
市

平
三
一
・　

四
・　

一

松
下
善
法
後

援
会

松
下　

善
法

会
計
責
任
者

の
氏
名

松
下　

善
法

神
崎　

孝
徳

令　

二
・　

二
・
二
〇

松
本
ひ
ろ
あ

き
後
援
会

安
東　

宏
一

代
表
者
の
氏

名

安
東　

宏
一

江
口　

勝
義

平
三
一
・　

二
・
一
○

会
計
責
任
者

の
氏
名

安
東　

宏
一

江
口　

勝
義

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体

の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

廣　

そ
の
他
の
政
治
団
体政

治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

（
選
管
委
告
示
）



令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
報

九

あ
だ
ち
か
ず
み
後
援
会

安
達　

か
ず
み

令　

元
・
一
二
・
三
一

筌
口
孝
後
援
会

筌
口　

公
人

令　

元
・
一
二
・
三
一

衞
藤
明
和
後
援
会

衞
藤　

明
和

令　

元
・
一
二
・
三
一

小
野
ひ
ろ
と
し
後
援
会
（
通
称
「
か
が
り
び
の
会
」
）

山
本　

泰
光

令　

元
・
一
二
・
三
一

く
ば
る
和
弘
後
援
会

久
原　

和
弘

令　

元
・　

五
・　

一

古
森
三
千
年
後
援
会

西
村　

國
武

令　

元
・　

五
・　

一

竹
内
さ
よ
み
を
支
援
す
る
会

渡
辺　

喜
八
郎

令　

元
・
一
二
・
三
一

田
渕
英
久
後
援
会

田
渕　

英
久

令　

元
・
一
二
・
三
一

長
野
信
子
後
援
会

諌
元　

正
枝

令　

元
・
一
二
・　

五

は
ぎ
の
忠
好
後
援
会

森
山　

正
昭

令　

元
・
一
二
・
三
一

秀
平
信
介
後
援
会

秀
平　

信
介

令　

元
・
一
二
・
三
一

古
田
京
太
郎
後
援
会

佐
藤　

仁
藏

令　

二
・　

三
・
三
〇

森
脇
ち
え
み
後
援
会

森
脇　

ち
え
み

平
三
一
・　

四
・
三
○

山
下
幸
延
後
援
会

菊
池　

豊
吉

令　

元
・　

五
・
三
〇

吉
岡
み
ち
こ
後
援
会

吉
岡　

美
智
子

令　

二
・　

三
・　

二

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理

団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

廣　

資
金
管
理
団
体
の
届

出
を
し
た
者
（
代
表

者
）
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団

体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

進　

義
和

大
分
市
議
会

議
員

進
よ
し
か
ず

後
援
会

大
分
市
東
春
日
町
七
―
一
三

外
苑
レ
ジ
デ
ン
ス
一
〇
六
号

令　

二
・　

四
・
二
四

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
資

金
管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
及
び
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出

が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

廣　

一　

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者

の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

取
消
年
月
日

安
達　

か
ず
み

あ
だ
ち
か
ず
み
後
援
会

令　

元
・
一
二
・
三
一

衞
藤　

明
和

衞
藤
明
和
後
援
会

令　

元
・
一
二
・
三
一

二　

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者

の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な

く
な
っ
た
年
月
日　

久
原　

和
弘

く
ば
る
和
弘
後
援
会

令　

元
・　

五
・　

一

吉
岡　

美
智
子

吉
岡
み
ち
こ
後
援
会

令　

二
・　

三
・　

二

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資

金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
　

一　
　
　

木　
　
　

俊　
　
　

廣　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団

体
の
名
称

異
動
事
項

異
動
の
内
容

異
動
年
月
日

新

旧

（
選
管
委
告
示
）



令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
報

一
〇

板
倉　

永
紀

板
倉
え
い
き

政
治
経
済
研

究
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
分
市
三
ケ
田
町

三
―
三
―
六

大
分
市
三
ケ
田
町

九
組
―
一

令　

二
・　

一
・
一
一

永
松　

悟

永
松
悟
後
援

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

杵
築
市
大
字
南
杵

築
一
六
一
九
―
七

杵
築
市
大
字
杵
築

一
三
二
一
―
一
五

令　

二
・　

三
・　

八

○
人
事
委
員
会
告
示

大
分
県
人
事
委
員
会
告
示
第
三
号

　

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

石　
　
　

井　
　
　

久　
　
　

子　

　

別
表
第
一
の
職
員
採
用
上
級
試
験
の
項
の
採
用
試
験
の
対
象
と
な
る
職
の
欄
の
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第

四
号
中
「
一
級
」
の
下
に
「
、
二
級
及
び
三
級
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
公
　
　
　
　
　
告

　

次
の
と
お
り
契
約
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

随
意
契
約
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

　
　

令
和
二
年
度
税
総
合
及
び
自
動
車
税
シ
ス
テ
ム
維
持
管
理
委
託
業
務　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

大
分
県
総
務
部
税
務
課

　
　

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

三　

随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日

四　

随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

　
　

富
士
通
株
式
会
社
大
分
支
店　

支
店
長　

福　

田　
　
　

巧

　
　

大
分
市
東
春
日
町
十
七
番
五
十
八
号

五　

随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

　
　

五
千
三
百
八
十
万
三
千
二
百
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

　
　

随
意
契
約

七　

随
意
契
約
の
理
由

　
　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三

　

百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当

　
　
　
　
　
　
　

　

次
の
と
お
り
契
約
者
等
に
つ
い
て
公
示
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

随
意
契
約
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

　
　

令
和
二
年
度
大
分
県
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
運
用
管
理
業
務　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

大
分
県
商
工
観
光
労
働
部
情
報
政
策
課

　
　

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一
号

三　

随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日

四　

随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

　
　

株
式
会
社
オ
ー
イ
ー
シ
ー　

代
表
取
締
役
社
長　

加　

藤　
　
　

健

　
　

大
分
市
東
春
日
町
十
七
番
五
十
七
号

五　

随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

　
　

四
千
五
百
六
十
七
万
二
千
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
相
当
額
を
含
む
。
）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

　
　

随
意
契
約

七　

随
意
契
約
の
理
由

　
　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三

　

百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当

　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
二
年
五
月
十
九
日
付
け
大
分
県
報
第
一
〇
七
号
に
よ
り
公
告
し
た
競
争
入
札
参
加
者
の
資
格
に
関
す

る
公
示
及
び
一
般
競
争
入
札
の
実
施
を
取
り
消
す
。

（
選
管
委
告
示
・
人
事
委
告
示
・
公
告
）



令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
報

一
一

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

２
年

度
大

分
県

職
員

採
用

上
級

試
験

（
社

会
人

経
験

者
）

公
告

　
　

令
和

２
年

６
月

２
日

大
　

分
　

県
　

人
　

事
　

委
　

員
　

会
　

　
次

の
と

お
り

、
令

和
２

年
度

大
分

県
職

員
採

用
上

級
試

験
（

社
会

人
経

験
者

）
を

行
い

ま
す

。

１
　

試
験

区
分

、
採

用
予

定
者

数
及

び
職

務
の

内
容

種
　

類
試

 
験

 
区

 
分

採
用

予
定

者
数

職
　

務
　

の
　

内
　

容

上
　

級
行

政

（
社

会
人

経
験

者
）

15人
知

事
部

局
、

教
育

委
員

会
等

に
勤

務
し

、
一

般
行

政
事

務

に
従

事
し

ま
す

。

な
お

、
県

立
学

校
に

勤
務

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

総
合

土
木

（
社

会
人

経
験

者
）

５
人

知
事

部
局

又
は

企
業

局
に

勤
務

し
、

専
門

の
業

務
に

従
事

し
ま

す
。

　
注

１
　

申
込

み
で

き
る

試
験

区
分

は
、

い
ず

れ
か

一
つ

に
限

り
ま

す
。

　
　

　
　

ま
た

、
申

込
書

の
受

付
後

に
試

験
区

分
を

変
更

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

。

　
注

２
　

採
用

予
定

者
数

は
、

今
後

の
欠

員
等

の
状

況
に

よ
り

変
更

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

　
注

３
　

試
験

区
分

「
総

合
土

木
」

は
、

「
土

木
」

と
「

農
業

土
木

」
を

統
合

し
た

職
種

で
す

。

２
　

受
験

資
格

　
⑴

　
年

齢
等

　
　

　
昭

和
36年

４
月

２
日

以
降

に
生

ま
れ

た
者

（
学

歴
は

問
い

ま
せ

ん
。

）

　
⑵

　
令

和
２

年
７

月
31日

現
在

で
民

間
企

業
等

に
お

け
る

職
務

経
験

を
５

年
以

上
有

す
る

者

　
　

　
「

民
間

企
業

等
に

お
け

る
職

務
経

験
」

は
、

民
間

企
業

の
従

業
員

、
自

営
業

者
、

公
的

機
関

等
に

お

　
　

い
て

、
６

箇
月

間
以

上
継

続
し

て
従

事
し

た
期

間
（

１
週

間
の

所
定

労
働

時
間

が
30時

間
以

上
の

も
の

　
　

に
限

る
。

）
が

該
当

し
ま

す
。

　
　

　
た

だ
し

、
以

下
の

点
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

　
　

　
・

職
務

経
験

が
複

数
の

場
合

通
算

で
き

ま
す

。
た

だ
し

、
同

一
期

間
内

に
複

数
の

職
務

に
従

事
し

た

　
　

　
　

場
合

は
い

ず
れ

か
一

の
職

歴
に

限
り

ま
す

。

　
　

　
・

連
続

し
て

３
箇

月
間

を
超

え
て

従
事

し
て

い
な

い
期

間
（

産
前

産
後

休
暇

を
除

く
。

）
は

職
歴

か

　
　

　
　

ら
除

き
ま

す
。

　
　

　
・

独
立

行
政

法
人

国
際

協
力

機
構

（
JIC

A
）

が
実

施
す

る
国

際
貢

献
活

動
（

青
年

海
外

協
力

隊
等

）

　
　

　
　

及
び

総
務

省
の

事
業

と
し

て
地

方
公

共
団

体
が

実
施

す
る

「
地

域
お

こ
し

協
力

隊
」

と
し

て
活

動

　
　

　
　

し
て

い
た

期
間

は
、

職
務

経
験

に
含

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

　
　

　
な

お
、

最
終

合
格

決
定

後
、

職
務

経
歴

等
の

確
認

の
た

め
、

職
務

証
明

書
等

を
提

出
し

て
い

た
だ

き

　
　

ま
す

。
受

験
資

格
を

満
た

さ
な

い
こ

と
が

判
明

し
た

場
合

や
受

験
申

込
書

の
記

載
事

項
に

虚
偽

が
あ

っ

　
　

た
場

合
は

、
採

用
さ

れ
る

資
格

を
失

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

　
⑶

　
国

籍

　
　

　
日

本
国

籍
を

有
し

な
い

者
も

受
験

で
き

ま
す

。

　
　

　
た

だ
し

、
日

本
国

籍
を

有
し

な
い

者
は

、
採

用
時

に
職

務
に

従
事

可
能

な
在

留
資

格
が

な
い

場
合

は

　
　

採
用

さ
れ

ま
せ

ん
。

　
　

　
ま

た
、

日
本

国
籍

を
有

し
な

い
者

の
任

用
に

当
た

っ
て

は
、

「
公

権
力

の
行

使
又

は
公

の
意

思
形

成

　
　

へ
の

参
画

に
携

わ
る

職
に

は
就

け
な

い
」

と
い

う
公

務
員

の
基

本
原

則
に

沿
っ

た
任

用
が

行
わ

れ
ま

す

　
　

（
詳

し
く

は
６

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

）
。

　
⑷

　
地

方
公

務
員

法
（

昭
和

25年
法

律
第

261号
）

第
16条

に
該

当
す

る
者

は
受

験
で

き
ま

せ
ん

。

３
　

試
験

の
実

施

　
⑴

　
試

験
日

時
及

び
試

験
会

場

試
　

験
試

　
験

　
日

　
時

試
　

　
験

　
　

会
　

　
場

備
　

　
考

第
１

次

試
　

験

令
和

２
年

９
月

27日
（

日
）

入
室

開
始

　
午

前
９

時
30分

着
席

完
了

　
午

前
10時

試
験

時
間

　
基

礎
能

力
試

験

　
　

午
前

10時
30分

か
ら

　
　

11時
40分

ま
で

　
論

文
試

験
又

は
専

門
試

験

　
適

性
検

査

　
　

午
後

１
時

30分
か

ら

　
　

３
時

50分
頃

ま
で

（
注

）
遅

刻
者

は
、

試
験

開

　
始

後
30分

を
経

過
し

た
ら

　
入

室
で

き
ま

せ
ん

。

大
分

会
場

　
大

分
県

立
大

分
西

高
等

学
校

　
（

大
分

市
新

春
日

町
２

丁
目

１
番

１
号

）

　
大

分
県

庁

　
（

大
分

市
大

手
町

３
丁

目
１

番
１

号
）

関
東

会
場

　
都

道
府

県
会

館
（

４
階

会
議

室
）

　
（

東
京

都
千

代
田

区
平

河
町

２
－

６
－

３
）

大
分

会
場

又
は

関
東

会
場

の
い

ず
れ

か
を

選
択

し
て

く
だ

さ

い
。

第
２

次

試
　

験

令
和

２
年

11月
14日

（
土

）

　
　

　
　

又
は

15日
（

日
）

大
分

県
公

文
書

館

（
大

分
市

王
子

西
町

14番
１

号
）

試
験

日
時

は
第

１
次

試
験

合
格

通
知

書
に

記
載

し
ま

す
。

（
公
告
）

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

　
　
　
　
　
　
　



令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
報

一
二

　
　

注
１

　
試

験
会

場
へ

の
自

動
車

の
乗

り
入

れ
及

び
試

験
会

場
周

辺
に

お
け

る
駐

車
や

送
迎

時
の

駐
停

車

　
　

　
　

は
で

き
ま

せ
ん

。

　
　

注
２

　
今

後
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

状
況

に
よ

っ
て

は
、

試
験

の
延

期
や

会
場

の
変

更

　
　

　
　

な
ど

緊
急

連
絡

事
項

を
お

知
ら

せ
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
ら

の
事

項
に

つ
い

て
変

更
が

あ

　
　

　
　

り
ま

し
た

ら
、

大
分

県
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「
大

分
県

職
員

採
用

情
報

」
に

掲
載

し
ま

す
の

で
、

適

　
　

　
　

宜
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
⑵

　
試

験
の

内
容

　
　

　
次

の
試

験
を

大
学

卒
業

程
度

の
内

容
で

実
施

し
ま

す
。

　
　

ア
　

第
１

次
試

験

　
　

　
　

受
験

者
全

員
に

対
し

て
次

の
試

験
種

目
を

実
施

し
ま

す
。

　
　

　
ア

　
基

礎
能

力
試

験

　
　

　
　

　
多

様
な

業
務

に
共

通
し

て
求

め
ら

れ
る

汎
用

的
な

知
的

能
力

に
つ

い
て

70問
の

択
一

式
に

よ
る

　
　

　
　

筆
記

試
験

（
Ｓ

Ｐ
Ｉ

３
（

能
力

検
査

の
み

）
）

を
し

ま
す

。

　
　

　
　

　
（

１
時

間
10分

　
60点

）

　
　

　
イ

　
論

文
試

験
（

「
行

政
（

社
会

人
経

験
者

）
」

で
実

施
）

　
　

　
　

　
社

会
人

経
験

に
よ

り
培

わ
れ

た
能

力
、

公
務

に
取

り
組

む
意

欲
及

び
職

務
の

遂
行

に
必

要
な

論

　
　

　
　

理
的

思
考

力
等

に
つ

い
て

筆
記

試
験

を
し

ま
す

。

　
　

　
　

　
（

１
時

間
30分

　
1,600字

以
内

　
140点

）

　
　

　
　

　
な

お
、

基
礎

能
力

試
験

の
成

績
が

一
定

の
基

準
に

達
し

な
い

場
合

、
論

文
試

験
の

採
点

は
行

い

　
　

　
　

ま
せ

ん
。

　
　

　
ウ

　
専

門
試

験
（

「
総

合
土

木
（

社
会

人
経

験
者

）
」

で
実

施
）

　
　

　
　

　
専

門
的

知
識

及
び

技
術

等
の

能
力

に
つ

い
て

記
述

式
に

よ
る

筆
記

試
験

を
し

ま
す

。

　
　

　
　

　
（

１
時

間
30分

　
140点

）

　
　

　
　

　
出

題
分

野
は

別
表

の
と

お
り

で
す

。

　
　

イ
　

第
２

次
試

験

　
　

　
ア

　
適

性
検

査

　
　

　
　

　
受

験
者

全
員

に
対

し
て

、
職

務
の

遂
行

に
必

要
な

適
応

性
に

つ
い

て
検

査
を

し
ま

す
。

　
　

　
　

　
な

お
、

試
験

は
第

１
次

試
験

日
に

実
施

し
ま

す
が

、
判

定
は

第
１

次
試

験
合

格
者

の
み

行
い

、

　
　

　
　

面
接

試
験

の
参

考
資

料
に

し
ま

す
。

　
　

　
イ

　
面

接
試

験

　
　

　
　

　
人

物
に

つ
い

て
個

別
面

接
（

１
回

25分
～

30分
程

度
の

面
接

を
２

回
実

施
）

に
よ

る
試

験
を

し

　
　

　
　

ま
す

。

　
　

　
　

（
400点

）

　
　

ウ
　

合
格

者
の

決
定

方
法

　
　

　
　

最
終

合
格

者
は

第
１

次
試

験
及

び
第

２
次

試
験

の
得

点
を

合
計

し
た

総
合

得
点

の
高

得
点

順
に

決

　
　

　
定

し
ま

す
。

第
１

次
試

験
に

お
い

て
、

基
礎

能
力

試
験

の
得

点
が

基
準

に
達

し
な

い
場

合
、

論
文

試

　
　

　
験

の
採

点
は

行
い

ま
せ

ん
。

　
　

　
　

ま
た

、
各

試
験

種
目

に
は

そ
れ

ぞ
れ

合
格

基
準

が
あ

り
、

そ
の

合
格

基
準

に
達

し
な

い
場

合
は

不

　
　

　
合

格
と

な
り

ま
す

。
し

た
が

っ
て

、
総

合
得

点
及

び
総

合
順

位
が

上
位

で
あ

っ
て

も
不

合
格

と
な

る

　
　

　
場

合
が

あ
り

ま
す

。

　
　

　
　

な
お

、
合

格
基

準
は

大
分

県
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

て
い

ま
す

。

　
⑶

　
試

験
結

果
の

発
表

試
　

　
　

験
発

　
表

　
の

　
時

　
期

発
　

表
　

の
　

方
　

法

第
１

次
試

験
令

和
２

年
10月

22日
（

木
）

午
前

９
時

合
格

者
に

は
合

格
通

知
書

を
郵

送
し

ま
す

。

ま
た

、
合

格
者

の
受

験
番

号
は

、
大

分
県

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

に
掲

載
し

ま
す

。
第

２
次

試
験

令
和

２
年

11月
下

旬

　
　

注
１

　
合

格
者

に
郵

送
す

る
合

格
通

知
書

は
、

延
着

又
は

不
着

と
な

る
場

合
が

あ
る

の
で

、
必

ず
大

分

　
　

　
　

県
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

注
２

　
第

１
次

試
験

合
格

者
に

郵
送

す
る

第
１

次
試

験
合

格
通

知
書

に
お

い
て

、
第

２
次

試
験

の
日

時

　
　

　
　

等
を

指
定

す
る

の
で

、
第

１
次

試
験

合
格

通
知

書
が

10月
26日

（
月

）
ま

で
に

到
着

し
な

い
場

合

　
　

　
　

は
、

直
ち

に
大

分
県

人
事

委
員

会
事

務
局

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

４
　

試
験

結
果

の
情

報
提

供

　
⑴

　
口

頭
に

よ
る

開
示

請
求

　
　

　
大

分
県

個
人

情
報

保
護

条
例

（
平

成
13年

大
分

県
条

例
第

45号
）

第
21条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
、

　
　

口
頭

で
開

示
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
受

験
者

本
人

が
本

人
で

あ
る

こ
と

を
証

明
す

る
書

類
（

運

　
　

転
免

許
証

、
学

生
証

、
パ

ス
ポ

ー
ト

等
（

原
則

と
し

て
顔

写
真

付
き

の
も

の
）

）
を

持
参

の
上

、
午

前

　
　

８
時

30分
か

ら
午

後
５

時
15分

ま
で

の
間

に
、

大
分

県
人

事
委

員
会

事
務

局
ま

で
直

接
お

越
し

く
だ

さ

　
　

い
（

日
曜

日
、

土
曜

日
及

び
祝

日
を

除
き

ま
す

。
）

。

試
　

　
　

験
開

示
請

求
で

き
る

者
開

 示
 内

 容
開

 示
 期

 間
開

 示
 場

 所

第
１

次
試

験
第

１
次

試
験

不
合

格
者

（
途

中
棄

権
者

を
除

く
。

）

試
験

種
目

別
得

点
、

総
合

得
点

及
び

総
合

順
位

合
格

発
表

の
日

か
ら

起
算

し
て

１
箇

月
間

大
分

県
人

事
委

員
会

事
務

局
（

大
分

県
市

町
村

会
館

６
階

）

（
公
告
）



令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
報

一
三

第
２

次
試

験
第

１
次

試
験

合
格

者

　
⑵

　
郵

送
に

よ
る

情
報

提
供

　
　

　
希

望
者

は
、

住
所

、
氏

名
、

試
験

区
分

及
び

受
験

番
号

を
記

載
し

た
返

信
用

長
形

３
号

封
筒

（
235

　
　

ｍ
ｍ

×
120ｍ

ｍ
）

を
用

意
し

、
404円

（
簡

易
書

留
相

当
）

分
の

切
手

を
貼

り
、

第
１

次
試

験
当

日
に

　
　

持
参

し
て

く
だ

さ
い

。
提

供
す

る
内

容
は

⑴
の

口
頭

に
よ

る
開

示
請

求
と

同
じ

で
す

。

５
　

採
用

及
び

給
与

　
⑴

　
合

格
か

ら
採

用
ま

で

　
　

ア
　

最
終

合
格

者
は

、
大

分
県

人
事

委
員

会
の

採
用

候
補

者
名

簿
（

原
則

と
し

て
確

定
後

１
年

間
有

　
　

　
効

）
に

成
績

順
に

登
載

さ
れ

ま
す

。
大

分
県

人
事

委
員

会
は

、
任

命
権

者
（

知
事

）
か

ら
の

請
求

に

　
　

　
応

じ
て

採
用

候
補

者
を

成
績

順
に

提
示

し
、

任
命

権
者

が
そ

の
中

か
ら

採
用

者
を

決
定

し
ま

す
。

　
　

イ
　

採
用

予
定

時
期

は
、

原
則

と
し

て
令

和
３

年
４

月
１

日
で

す
。

　
　

ウ
　

最
終

合
格

者
数

は
最

終
合

格
発

表
後

の
辞

退
を

考
慮

し
て

、
採

用
予

定
者

数
よ

り
も

多
く

決
定

す

　
　

　
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

場
合

、
試

験
に

合
格

し
て

も
成

績
が

下
位

の
者

は
採

用
さ

れ
な

い
こ

と

　
　

　
が

あ
り

ま
す

。

　
　

エ
　

受
験

資
格

が
な

い
こ

と
が

判
明

し
た

場
合

は
、

合
格

を
取

り
消

し
ま

す
。

　
⑵

　
給

与

　
　

ア
　

給
料

月
額

　
　

　
　

初
任

給
は

、
採

用
前

の
職

歴
等

を
勘

案
の

上
、

決
定

さ
れ

ま
す

。
例

え
ば

、
採

用
時

の
年

齢
が

30

　
　

　
歳

で
、

大
学

卒
業

後
民

間
企

業
等

に
お

け
る

職
務

経
験

年
数

が
８

年
の

場
合

、
月

額
2
2
6
,8

0
0
円

程

　
　

　
度

（
令

和
２

年
４

月
１

日
現

在
）

で
す

。

　
　

　
　

な
お

、
初

任
給

の
上

限
は

、
職

務
経

験
年

数
に

か
か

わ
ら

ず
月

額
3
4
6
,8

0
0
円

（
令

和
２

年
４

月

　
　

　
１

日
現

在
）

で
す

。

　
　

イ
　

給
料

以
外

の
主

な
諸

手
当

　
　

　
　

勤
務

態
様

等
に

応
じ

て
、

扶
養

手
当

、
住

居
手

当
、

通
勤

手
当

、
時

間
外

勤
務

手
当

、
期

末
手

　
　

　
当

、
勤

勉
手

当
等

が
支

給
さ

れ
ま

す
。

６
　

日
本

国
籍

を
有

し
な

い
者

の
任

用

　
　

日
本

国
籍

を
有

し
な

い
者

の
任

用
に

当
た

っ
て

は
、

「
公

権
力

の
行

使
又

は
公

の
意

思
形

成
へ

の
参

画

　
に

携
わ

る
職

に
は

就
け

な
い

」
と

い
う

公
務

員
の

基
本

原
則

に
沿

っ
た

任
用

が
行

わ
れ

ま
す

。

　
　

次
の

よ
う

な
「

公
権

力
の

行
使

又
は

公
の

意
思

形
成

へ
の

参
画

に
携

わ
る

職
」

に
該

当
す

る
職

務
に

従

　
事

す
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

が
、

そ
れ

以
外

の
職

務
に

は
従

事
で

き
ま

す
。

　
　

（
公

権
力

の
行

使
に

該
当

す
る

主
な

職
務

の
例

）

　
　

　
・

税
の

賦
課

決
定

、
徴

収
及

び
滞

納
処

分

　
　

　
・

法
令

（
条

例
及

び
規

則
を

含
む

。
以

下
同

じ
。

）
に

基
づ

く
許

認
可

（
法

人
設

立
認

可
等

）

　
　

　
・

法
令

に
基

づ
く

行
政

上
の

即
時

強
制

、
立

入
検

査
及

び
取

締
り

　
　

　
・

公
物

管
理

権
に

基
づ

く
権

力
作

用
の

行
為

（
施

設
の

使
用

許
可

、
立

入
許

可
等

）

　
　

　
・

法
令

に
基

づ
く

補
助

金
、

交
付

金
、

貸
付

金
等

の
決

定
事

務

　
　

　
・

そ
の

他
行

政
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
法

令
に

よ
っ

て
認

め
ら

れ
た

権
能

に
基

づ
い

て
一

方
的

な

　
　

　
　

判
断

で
県

民
の

権
利

義
務

そ
の

他
法

的
地

位
を

具
体

的
に

決
定

す
る

行
為

　
　

（
公

の
意

思
形

成
へ

の
参

画
に

携
わ

る
職

）

　
　

　
部

長
級

、
次

長
級

、
課

長
級

等
の

職
の

う
ち

、
県

行
政

に
つ

い
て

企
画

、
立

案
及

び
決

定
に

参
画

す

　
　

る
職

が
該

当
し

ま
す

。

　
　

　
詳

し
く

は
、

大
分

県
人

事
委

員
会

事
務

局
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

７
　

受
験

手
続

　
⑴

　
受

験
案

内
の

請
求

　
　

　
受

験
案

内
は

、
次

の
県

の
機

関
で

配
布

し
ま

す
。

機
関

名
所

在
地

等

大
分

県
人

事
委

員
会

事
務

局
〒

870－
0022　

大
分

市
大

手
町

２
－

３
－

12（
大

分
県

市
町

村
会

館
６

階
）

電
話

　
097－

506－
5212

大
分

県
東

部
振

興
局

〒
873－

0504　
国

東
市

国
東

町
安

国
寺

786－
１

（
国

東
総

合
庁

舎
）

電
話

　
0978－

72－
1212

大
分

県
南

部
振

興
局

〒
876－

0813　
佐

伯
市

長
島

町
１

－
２

－
１

（
佐

伯
総

合
庁

舎
）

電
話

　
0972－

22－
0390

大
分

県
豊

肥
振

興
局

〒
878－

0013　
竹

田
市

大
字

竹
田

字
山

手
1501－

２
（

竹
田

総
合

庁
舎

）

電
話

　
0974－

63－
1171

大
分

県
西

部
振

興
局

〒
877－

0004　
日

田
市

城
町

１
－

１
－

10（
日

田
総

合
庁

舎
）

電
話

　
0973－

23－
2200

大
分

県
北

部
振

興
局

〒
879－

0454　
宇

佐
市

大
字

法
鏡

寺
235－

１
（

宇
佐

総
合

庁
舎

）

電
話

　
0978－

32－
1170

豊
後

高
田

土
木

事
務

所
〒

879－
0621　

豊
後

高
田

市
是

永
町

39（
豊

後
高

田
総

合
庁

舎
）

電
話

　
0978－

22－
2285

別
府

土
木

事
務

所
〒

874－
0840　

別
府

市
大

字
鶴

見
字

下
田

井
14－

１

電
話

　
0977－

67－
0211

（
公
告
）



令
和
二
年
六
月
二
日

大
分
県
報

一
四

臼
杵

土
木

事
務

所
〒

875－
0041　

臼
杵

市
大

字
臼

杵
字

洲
崎

72－
254

電
話

　
0972－

63－
4136

豊
後

大
野

土
木

事
務

所
〒

879－
7131　

豊
後

大
野

市
三

重
町

市
場

1123（
豊

後
大

野
総

合
庁

舎
）

電
話

　
0974－

22－
1056

玖
珠

土
木

事
務

所
〒

879－
4413　

玖
珠

郡
玖

珠
町

大
字

塚
脇

137－
１

（
玖

珠
総

合
庁

舎
）

電
話

　
0973－

72－
1152

中
津

土
木

事
務

所
〒

871－
0024　

中
津

市
中

央
町

１
－

５
－

16（
中

津
総

合
庁

舎
）

電
話

　
0979－

22－
2110

大
分

県
東

京
事

務
所

〒
104－

0061　
東

京
都

中
央

区
銀

座
２

－
２

－
２

（
ヒ

ュ
ー

リ
ッ

ク
西

銀
座

ビ
ル

６
階

）
　

電
話

　
03－

6862－
8787

大
分

県
大

阪
事

務
所

〒
530－

0001　
大

阪
府

大
阪

市
北

区
梅

田
１

－
１

－
３

－
2100（

大
阪

駅
前

第
３

ビ
ル

21階
）

　
電

話
　

06－
6345－

0071

大
分

県
福

岡
事

務
所

〒
810－

0001　
福

岡
県

福
岡

市
中

央
区

天
神

２
－

14－
８

（
福

岡
天

神
セ

ン

タ
ー

ビ
ル

10階
）

　
電

話
　

092－
721－

0041

大
分

県
立

図
書

館
〒

870－
0008　

大
分

市
王

子
西

町
14－

１

電
話

　
097－

546－
9972

　
　

注
　

郵
便

で
請

求
す

る
場

合
は

、
120円

切
手

を
貼

っ
た

宛
先

明
記

の
返

信
用

角
形

２
号

封
筒

（
240ｍ

　
　

　
ｍ

×
332ｍ

ｍ
）

を
同

封
し

、
大

分
県

人
事

委
員

会
事

務
局

に
請

求
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　

封
筒

の
表

左
側

に
、

「
上

級
（

社
会

人
経

験
者

）
受

験
案

内
請

求
」

と
赤

書
き

し
て

く
だ

さ
い

。

　
⑵

　
受

付
期

間

　
　

　
令

和
２

年
８

月
３

日
（

月
）

～
同

月
21日

（
金

）

　
　

注
　

受
付

期
間

中
に

正
常

に
到

達
し

た
も

の
に

限
り

受
け

付
け

ま
す

。

　
⑶

　
申

込
書

の
提

出

　
　

　
大

分
県

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
「

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

申
込

み
」

に
ア

ク
セ

ス
し

、
申

込
画

面

　
　

上
の

注
意

事
項

を
十

分
確

認
の

上
、

直
接

申
し

込
ん

で
く

だ
さ

い
。

申
込

み
を

正
常

に
受

け
付

け
た

際

　
　

に
は

「
申

請
受

付
の

お
知

ら
せ

」
を

電
子

メ
ー

ル
で

返
信

す
る

の
で

、
必

ず
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

返

　
　

信
が

届
か

な
い

場
合

は
、

大
分

県
人

事
委

員
会

事
務

局
ま

で
連

絡
し

て
く

だ
さ

い
。

　
⑷

　
申

込
者

へ
の

受
験

票
の

送
付

　
　

　
受

験
票

は
８

月
下

旬
に

電
子

メ
ー

ル
に

よ
り

送
信

す
る

の
で

、
各

自
で

印
刷

し
、

通
常

は
が

き
の

大

　
　

き
さ

・
厚

さ
の

紙
に

貼
り

付
け

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
な

お
、

９
月

２
日

（
水

）
ま

で
に

受
験

票
が

届
か

な
い

場
合

は
、

大
分

県
人

事
委

員
会

事
務

局
に

お

　
　

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

　
⑸

　
そ

の
他

　
　

　
受

験
票

は
写

真
を

貼
っ

た
上

、
第

１
次

試
験

当
日

に
必

ず
持

参
し

て
く

だ
さ

い
。

８
　

受
験

上
の

配
慮

　
　

車
い

す
の

使
用

等
受

験
に

際
し

て
配

慮
を

希
望

す
る

方
は

、
試

験
会

場
の

準
備

の
た

め
、

申
込

み
の

際

　
に

大
分

県
人

事
委

員
会

事
務

局
ま

で
お

知
ら

せ
く

だ
さ

い
。

９
　

問
合

せ
先

ほ
か

　
　

大
分

県
人

事
委

員
会

事
務

局

　
　

　
電

話
　

097－
506－

5212

　
　

　
大

分
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「
大

分
県

職
員

採
用

情
報

」

　
　

　
h
ttp

:/
/
w

w
w

.p
re

f.o
ita

.jp
/
site

/
sa

iy
o
u
z
y
o
u
h
o
u
/

別
表

種
　

類
試

 
験

 
区

 
分

出
　

　
　

題
　

　
　

分
　

　
　

野

上
　

級
総

合
土

木

（
社

会
人

経
験

者
）

土
質

工
学

、
構

造
力

学
、

水
理

学
、

土
木

計
画

（
河

川
・

道
路

・
都

市
計

画
）

、
建

設
環

境
、

測
量

学
、

農
業

水
利

、
農

村
環

境
整

備
、

農
業

土
木

構
造

物
、

農
地

工
学

（
公
告
）


